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日野市
定例記者会見
令和3年5月27日 午前10時から

市役所5階 ５０５会議室



令和3年第２回日野市議会定例会提出
補正予算（案）について
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問い合わせ先 財政課

課長 宮本 ☎042-514-8076
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令和3年第2回日野市議会定例会提出補正予算（案）について

1 各会計の補正状況 （1） 補正予算額

会 計 区 分 補正前 今回補正 補正後

一般会計（4号） 71,628,300 42,848 71,671,148

国民健康保険特別会計 15,754,050 0 15,754,050

土地区画整理事業特別会計 2,292,735 0 2,292,735

介護保険特別会計 15,410,527 0 15,410,527

後期高齢者医療特別会計 4,565,215 0 4,565,215

市立病院事業会計 10,124,849 0 10,124,849

下水道事業会計 6,704,233 0 6,704,233

合 計 126,479,909 42,848 126,522,757

（単位：千円）
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令和3年第2回日野市議会定例会提出補正予算（案）について

1 各会計の補正状況 （2） 主な補正内容

会 計 区 分 主な内容

一般会計
• 肺炎球菌ワクチン予防接種の自己負担軽減
• 新型コロナウイルス感染症対策
• その他（施設修繕 自主防災組織の設備等充実 ほか）

国民健康保険特別会計 • 今回補正なし

土地区画整理事業特別会計 • 今回補正なし

介護保険特別会計 • 今回補正なし

後期高齢者医療特別会計 • 今回補正なし

市立病院事業会計 • 今回補正なし

下水道事業会計 • 今回補正なし
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令和3年第2回日野市議会定例会提出補正予算（案）について

1 一般会計補正内容 （1） 歳入予算

予算科目 主な内容 今回補正

国庫支出金 ①地域子育て支援拠点事業 339

都支出金

①地域子育て支援拠点事業
②高齢者肺炎球菌ワクチン定期接種補助事業
③オリンピック・パラリンピック教育推進事業
④地域部活動推進事業
⑤国際的なスポーツ大会を契機とした体力向上事業

14,631

寄付金 ①指定寄付金（感染症対策） 1,000

繰入金 ①財政調整基金繰入金 25,178

諸収入 ①一般財団法人自治総合センターコミュニティ助成金 1,700

合 計 42,848

（単位：千円）
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令和3年第2回日野市議会定例会提出補正予算（案）について

1 一般会計補正内容 （2） 歳出予算

予算科目
コロナ
対策

今回補正

総務
弁護士謝礼 1,238

基金積立金 ○ 1,000

民生
万願荘地区センター塀修繕料 1,525

子育てひろば用新型コロナ対策消耗品購入費等 ○ 1,018

衛生 肺炎球菌ワクチン予防接種経費 24,507

消防
防災情報センター受変電設備修繕料 8,200

自主防災組織育成交付金 1,703

教育
地域部活動推進事業経費 1,737

特色ある学校づくり推進事業経費 1,000

その他（地域包括支援センターシステムの改修等） 920

合 計 42,848

（単位：千円）



新型コロナウイルスワクチンの
接種状況について

Topics

１. 
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問い合わせ先 健康課

主幹 島田 ☎042-581-4111



ワクチン接種の概要について

⚫令和３年４月２３日から６５歳以上の方を対象としてクーポ
ン券（接種券）を送付

⚫令和３年５月６日からコールセンター及びＷｅｂ予約システ
ムによる予約受付を開始

⚫令和３年５月１２日から個別接種会場及び集団接種会場で
接種を開始

⚫ワクチンの配送は運送業者へ委託し、接種日までに各会場
へ配送
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１．新型コロナウイルスワクチンの接種状況について



これまでの接種実績について

１．新型コロナウイルスワクチンの接種状況について

対象者 １回目 ２回目

医療従事者
約3,500人

3,396人
（97.0％）

2,428人
（69.4％）

高齢者
約48,000人

6,704人
（14.0％）

2人
（0.0％）

医療従事者＝令和３年５月２０日現在
高 齢 者＝令和３年５月２５日現在



高齢者の接種場所別状況

１．新型コロナウイルスワクチンの接種状況について

接種場所 １回目 ２回目

集団接種会場
3,554人
（7.4％）

0人
（0.0％）

個別接種会場
3,150人
（6.6％）

2人
（0.0％）

合計
6,704人

（14.0％）
2人

（0.0％）

高 齢 者＝令和３年５月２５日現在



今後の流れについて

⚫ 高齢者へのワクチン接種
→7月末までに希望する方への接種完了

⚫ 65歳未満の方へのクーポン券送付
→7月上旬に一斉送付

⚫ 予約受付時の混乱回避策
→接種順位及び年齢ごとに予約受付期間を設定し、

⚫ アクセスの集中を回避する
→コールセンターにおいて予約と相談それぞれの専用番号
を設ける
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１．新型コロナウイルスワクチンの接種状況について



市内消費喚起策
キャッシュレス決済サービスを利用した
市内消費喚起事業の実施

Topics

２. 
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問い合わせ先 産業振興課

課長 中村 ☎042-514-8437



PayPayを利用したキャンペーン第2弾を実施

新型コロナウイルス感染症拡大により、影響を受けている市内の飲食業、小売業、サービス業等を
支援するため、キャッシュレス決済サービスPayPayを利用したキャンペーン第2弾を実施いたし
ます。

➔事業内容
⚫ 市内の対象店舗において、キャッシュレス決済サービスPayPay(スマートフォンを利用した決
済）にて支払いをした場合に、消費者が30%ポイントバックを受けられるキャンペーン第2弾
の実施。

➔対象店舗
⚫ キャッシュレス決済事業者（PayPay）加盟店で大手チェーン店、コンビニ、病院、金券ショップ
などの一部店舗を除く市内加盟店

➔キャンペーンポイント
⚫ 決済額の最大30％
⚫ １回あたり付与上限： 3,000円相当
⚫ 期間中付与合計上限：30,000円相当
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２．キャッシュレス決済サービスを利用した市内消費喚起事業
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２．キャッシュレス決済サービスを利用した市内消費喚起事業

➔実施期間
⚫ 7月1日（木）～8月31日（火）

➔事業費
⚫ 令和3年第１回市議会定例会での補正予算 3億6,200万円

【内訳】
⚫ キャッシュレス決済経済支援事業業務委託料3億5,200万円
（ポイント付与費3億4,221万円、店舗で使用するポスター、のぼり、動画。広
告制作費などの販売促進費979万円）

⚫ キャッシュレス決済経済支援事業販促業務委託料1,000万円
（登録店舗が掲載された広報の全戸配布など）

➔前回キャンペーン実績
（令和2年12月1日～令和3年1月31日）

⚫ 決済額 約4億6,920万円
⚫ ポイント付与額 約1億2,200万円



高齢者へのデジタル活用支援
誰ひとり取り残さないまちへ

Topics

３. 
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問い合わせ先 高齢福祉課 課長 志村 ☎042-514-8496

中央公民館 館長 奥住 ☎042-581-7580

地域協働課 課長 西山 ☎042-581-4112



シニアをデジタル社会から取り残さない
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３．高齢者へのデジタル活用支援 誰ひとり取り残さないまちへ

① 日野デジタル社会ビジョン

➔デジタル技術を活用した安心安全な生活環境の充実
⚫ LINEを活用した見守り合う地域づくり
⚫ 効果的・効率的な情報提供（健康情報、発災時の避難情報）
⚫ オンラインを活用した高齢者支援事業
⚫ 健康増進動画配信やアプリを使ったフレイル予防・介護予防

➔デジタル技術を活用した生涯学習支援の充実
⚫ デジタルを活用した趣味活動の広がり、社会参加のきっかけ
⚫ 教え合い高め合う、役割の形成

➔デジタル技術を活用した地域社会の活性化
⚫ ZOOM等を活用した自治会活動のオンライン化
⚫ SNS等を使った情報発信による地域活動の活性化

➔デジタル技術を活用した手続きの利便性の向上
⚫ 行政手続きのオンライン化
⚫ ネットショッピング、キャッシュレス決裁等による暮らしの利便性の向上



新型コロナウイルス影響下における地域の取組み
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３．高齢者へのデジタル活用支援 誰ひとり取り残さないまちへ

② これまでの取組み

ZOOM講座
おうちで体操講
座

スマホ講座
（地域主催）

スマホ講座
（コース）

スマホ体験
講座

●スマホが使えるようになると楽しく生活できそう
●スマホをマスターして市役所ともつながりたい
●（大学生）若い方との交流が楽しい
●本当に良い企画でありがたいです

市包括 社協

参加者の声

⇒きめ細やかな支援が必要

●地図アプリを使って道案内をしたい
●今覚えているど帰ったら忘れる
●途中でついていけなくなった
●スマホの料金やセキュリティ対策に
ついても知りたい

地域



デジタルを活用した高齢者への支援循環イメージ
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３．高齢者へのデジタル活用支援 誰ひとり取り残さないまちへ

③ 今後の展開

・スマートフォン使い方講座
・スマホマイスター養成講座
・情報セキュリティ啓発講座

・スマホ講座
・LINEを活用した
高齢者の見守りや
安否確認の体制づくり
・オンラインサロンや
認知症カフェ

・機器の貸出
・オンライン自治会



スケジュール（予定）
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３．高齢者へのデジタル活用支援 誰ひとり取り残さないまちへ

③ 今後の展開

➔地域
⚫ シニア向け！初めての簡単スマホ講座 ＠湯沢福祉センター

６/５（土）６/19（土）７/２４（土）以降順次開催

※緊急事態宣言により５月の回は中止

⚫ 自治会交流会 令和３年５月２９日（土）開催

➔地域包括支援センター
⚫ スマホ基礎講座

９か所の地域包括支援センター １か所につき年５回講座開催

６月以降順次開催

⚫ 包括公式LINEより健康情報の配信開始

➔中央公民館
⚫ スマホマイスター養成講座 6/23(水).28(月)  7/21(水)  8/3(火)  

8/18(水)

⚫ スマートフォン使い方講座（iPhone / Android)  7/2(金)  
7/5(月)  7/7(月)

市内５か所 年10回開催



平和と人権課
戦争体験アーカイブ事業
～日野市・国立市・多摩市連携事業～

Topics

４. 
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問い合わせ先 平和と人権課

仲田 ☎042-584-2733



戦争体験アーカイブ事業
～日野市、国立市、多摩市連携事業～

◼ 目的
戦争体験者の体験談を保存（アーカイブ）し、各市が行う平和事業に活かす。

◼ 保存手法

1. 戦争体験文

2. 戦争体験者の肉声

3. 当時の写真等

4. 上記１．２．３を公開するためのパネル化

◼ 募集および選考方法

⚫ 各市内在住または出身者、また各市にゆかりのある方またはその家族か
ら募集

⚫ 選考委員には戦争下を経験された方々の中から、落語家 林家木久扇師
匠を委員長に招き、委員に歌手の加藤登紀子氏、デザイナーのコシノヒロ
コ氏、児童文学作家の丘修三氏らにより、「次世代に伝えるによりふさわ
しい」視点で約３０名分の作品を選考します。

◼ 予算 ５００万円 21

４．平和と人権課 戦争体験アーカイブ事業



パネル化イメージ
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４．平和と人権課 戦争体験アーカイブ事業

____________________________
____________________________
____________________________
____________________________
____________________________

体験者から頂いた
写真やイラストなど

体験談の文章

体験談の文章を体験者本人が
読んだ音声データのQRコード

パネルＡ３サイズ



日野市
定例記者会見

23


